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　日頃より、地域づくり活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　私たち八女市未来づくり協議会では、地域住民自らの手による地域づくりにより
私たちの地域を安全で安心して生きがいをもって暮らせる理想の地域とするため、
市と連携しながら、地域課題の解決に向け様々な取組みを進めております。

　令和５年度は、コロナ禍で中止・縮小していた講演会や先進地視察研修も本格的に
再開することができ、地域活動に関する様々な新たな気づきを得られた有意義な１年
とすることができました。
　市民の皆さまにおかれましても、自助、互助、共助を念頭に、安全で安心して暮らせる理想の地域の

実現に向け、地域で取り組まれている様々な取組みへの、ますますのご理解とご協力を賜りますよう
よろしくお願いいたします。　

　令和２年度に全国過疎地域連盟の優良事例として総務大臣賞を
受賞された佐賀市富士町のちやのき地区を視察しました。
視察研修では、マウンテンバイク愛好家と地域の方との交流や相
互協力に関する事例を、福岡マウンテンバイク友の会の副代表と、
地域コミュニティの会長でもある「ちやのきエンデューロ」実行
委員長による講演や説明を受けました。また、参加者との活発な
意見交換が行われ、過疎地域における関係人口や、人と人とのつ
ながりの重要性について改めて学ぶ機会となりました。

　この視察研修で学んだ交流人口を活用した地域づくりを今後の
地域のまちづくりに活かしていきたいと思います。
                                                                            

先進地視察研修（R5.12.14～12.15）   ～ 佐賀市富士町 ～　　　　　　　　

◀視察研修の様子

　　　　　　　　　　　　　各地域で地域活動に取り組まれている方々を対象に地域づくり研
修会を開催しました。
　研修会では、地域づくり提案事業で策定から10年を経過し10年後の
地域の将来像に向けた地域振興計画の見直しを行った活動事例が発表
されるとともに、九州地域戦略会議アドバイザー矢次恵美子氏より、
地域の元気は「つながる」ことからという演題でこれまでの活動事例
とともに、地元のたから（資源や人）を活用し、地域内外の交流を通
じて地域を元気にしていく取り組みについてご講演いただきました。

【第１部】地域づくり提案事業活動事例発表会
　　　　　光友地区地域振興会議「光友地区地域振興計画更新」
【第２部】講演会「地域の元気は『つながる』ことから」
　　　　　～大切にしたい 地域内のつながり 地域外とのつながり～

▼講演会の様子と矢次恵美子氏

地域づくり研修会（R5.11.7）　於：農業活性化センター

講師　九州地域戦略会議「地域活性化人材の広域派遣・連携モデル」
         　 アドバイザー　矢次　恵美子 氏



開催日 事業名 事業の詳細

 令和5年
 4月24日 　 

第1回役員会 ○令和5年度「八女市未来づくり協議会総会」について 

5月24日  総会・市執行部との意見交換会 
 ○令和4年度事業報告・決算報告について 
 ○令和5年度役員体制について 
 ○令和5年度事業計画・予算について他

7月4日 第2回役員会 ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他

8月17日 第3回役員会  ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他 

10月25日 第4回役員会  ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他 

11月7日 地域づくり研修会 

○地域づくり提案事業活動事例発表（1団体） 
○講演会「地域の元気は『つながる』ことから」 
　講師：九州地域戦略会議 
　　　　アドバイザー　矢次　恵美子　氏 

12月14日
15日 

先進地視察研修 
○地域づくりに関する先進的事例調査 
　佐賀県佐賀市富士町

12月22日 第5回役員会 
○未来づくり協議会活動事例発表会
　及び市執行部との意見交換会について他 

 令和6年 
 2月9日 

活動事例発表会・市執行部との
意見交換会 

○地域づくり提案事業活動事例発表（2団体）
○市執行部との意見交換 

3月14日 第6回役員会 
  ○令和5年度事業の総括について 
  ○令和6年度事業方針及び事業計画等について 

3月31日 情報誌の発行 
  ○未来づくり協議会情報誌第14号発行 
  （広報八女4月1日号同時配布） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  地域づくり提案事業の活動事例が発表されるとともに、市執行部との

意見交換会を開催しました。
第１部：地域づくり提案事業活動事例発表会

　①上妻校区まちづくり協議会　「通学道路整備事業」
　　～花とあたたかい言葉（標語）に見守られた安全な通学路づくり～

　②北山地区地域振興会議「故郷（山下町）の歴史の整理と冊子の編纂」
第２部：意見交換会
　自家用車による有償運送や、地域コミュニティの再生と活性化支援とし
ての地域おこし協力隊や集落支援員に関して、市執行部との活発な意見交
換が行われました。
　

活動事例発表会・市執行部との意見交換会（R６.2.９）　於：農業活性化センター



「光友地区地域振興計画更新」
光友地区地域振興会議

令和4年度採択
地域振興計画策定から10年が経
過し、10年後の地域の将来像に
向けた地域振興計画の見直しを
行った。光友地区の地域住民自
らが主体となり、全世帯を対象
に「まちづくりアンケート」や
ワークショップ等を行い、地域
の現状や課題等を洗い出し、地
域の将来像や取組み施策を地域
振興計画としてまとめた。アン
ケートはlogoフォームを利用し
て集計した。

地 域 づ く り 活 動 の 事 例 （ 令 和 ５ 年 度 発 表 事 業 ）

「通学道路整備事業」

～花とあたたかい言葉（標語）に
見守られた安全な通学路づくり～

上妻校区まちづくり協議会
令和3年4年度採択

　令和２年度まで取り組んできた「花
いっぱい運動」の成果をもとに、さら
に景観を保ち、通学路を中心とした子
どもたちの安全確保と環境整備に取り
組んだ。また、上妻小学校の児童によ
る標語づくりを通して、地域の方々や
「見守り者」との心の交流を通じ、住
みやすい上妻校区を目指した。

　「あいさつ運動」も登下校時に安全
指導と兼て行い、子どもたちの把握に
も少しずつ成果が出てきている。

「故郷（山下町）の歴史の整理と
冊子の編纂」　 

北山地区地域振興会議
令和3年度採択

 
故郷(山下町)は九州北部豪雨以降度重
なる浸水被害に遭い、人口が流出し歴
史的資料等が失われた。また、山下町
には大小10社(山)の神社・仏閣があり、
それに伴う祭礼等(大祭・お座)も多く、
先人たちが大切に守ってきたそれらを
後世に残せるように整理し、デジタル
化と冊子の編纂を行った。
　①冊子『山下町のあゆみ』
　②『山下区だより』のＰＤＦ化

団体名 活動名称 事業概要 

長峰校区まちづく
り連絡協議会 

下吉田地区山形堤（ため
池）周辺の環境整備事業 

景観が荒れ堤体崩壊の危機のある下吉田地区山形堤
の環境保全及び堤体監視のため、ため池周辺の樹木
の伐採及び堤体の補修を行う。

上陽地区
まちづくり協議会 

上陽咩さるこプロジェクト 
フットパス（まち歩き）として、さるこ久木原コー
スの新設と案内看板などを整備する。また、ホーム
ページの改修を行う。 

へばる未来企画 
辺春地域振興会議 

へばる未来企画スキルアッ
プ事業 

地域に埋もれているリソースを最大限に生かすため
にワークショップ等を開催し、地域活動に取り組む
人材の育成を図る。 

大淵地区 
自治運営協議会 

大淵区の全国過疎地域連盟
会長賞の記念碑建立と大淵
地区活性化 

全国過疎地域連盟会長賞受賞を記念し、完成したメ
モリアル広場【金烏の里　おおぶち花公園】を中心
に【人が集えるコミュニティエリア】として充実さ
せる。

※上記のほか以下の４団体が策定から１０年を経過した地域振興計画の更新事業に取り組みます。
　①岡山校区まちづくり協議会　　　②豊岡地区自治運営協議会　 　③夢かさはら自治運営協議会 
　④北山地区地域振興会議　

　各地域のまちづくり団体では、地域コミュニティの維持や地域の再生及び活性化のため、市の助成事業

「地域づくり提案事業」を活用し、様々な活動を行っています。                                                                   

令 和 6 年 度 地 域 づ く り 提 案 事 業 採 択 団 体

　令和６年度地域づくり提案事業として、以下の団体の事業が採択を受けました。
　地域の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。



　少子高齢化や過疎化、自然災害の多発など地域情勢がめまぐるしく変化するなか、地域課題や
住民ニーズも多様化・複雑化してきています。しかしながら、八女市の予算や職員数は限られて
おり、その課題を行政サービスだけで解決していくことは困難な状況となっています。 
こうしたことから、課題解決には、市民と行政のそれぞれの役割や責任を基本に、市民と行政

が一緒に「協働のまちづくり」を進めていくことが求められています。 

■「協働」とは？ 
　市民（まちづくり団体）と行政が、地域の現状を把握
し、地域課題を共有しながら対等な立場で連携し、地域 
の活性化やまちづくり施策を推進していくことです。 
  

■なぜ協働なの？ 
　市民（まちづくり団体）と行政が、それぞれの特性と 
専門性、自律性を基に対等の立場で不足の部分を相互に 
補いながら、役割を分担することで、相乗効果が生み出 
され、解決できなかった地域課題の解決が期待されます。 

【お問い合わせ先】
　八女市未来づくり協議会事務局：企画政策課まちづくり推進係　ＴＥＬ：０９４３－２４－９４５２

地区名 まちづくり団体名 地区名 まちづくり団体名 

八女 

福島地区まちづくり協議会 

黒木 

木屋地区自治運営協議会 

長峰校区まちづくり連絡協議会 夢かさはら自治運営協議会 

上妻校区まちづくり協議会 大淵地区自治運営協議会 

三河校区まちづくり協議会 

立花 

光友地区地域振興会議 

八幡校区まちづくり協議会 北山地区地域振興会議 

川崎校区まちづくり協議会 白木地区地域振興会議 

忠見校区まちづくり協議会 特定非営利活動法人辺春地域振興会議 

岡山校区まちづくり協議会 上陽 上陽地区まちづくり協議会 

黒木 

黒木地区自治運営協議会 矢部 矢部地域づくり協議会 

豊岡地区自治運営協議会 星野 星野地区まちづくり協議会 

串毛地区自治運営協議会   

《　２１のまちづくり団体　》 

２１のまちづくり団体は、概ね各地区における地域活動団体が構成員として設立されています。
これは個々の活動団体や個人が培った経験・知識・情報などを一つのテーブルに結集できるとい
う強みがあります。そして、異なる複数のテーマを横断的に議論することで、地域課題を区全体
で共有することができます。

その結果、地域に一体感が生まれ、活動団体相互の連携や協力が可能となり、個々の団体では対
処できなかった課題の解決が期待できます。

■課題解決のためのまちづくり団体です。そして、協働によるまちづくりを進める団体です。 

・より良い地域の実現
・市民の豊かな暮らしの実現

【市民】

市民が
できること

市民と
市の協働

【市】

行政が
すべきこと

参画・市民活動

支援・連携


